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１．開催日  令和４（2022）年２月 14 日（月） 

 

２．開催場所 栃木県公館 大会議室 

 

３．出席委員 18 名 

 

山 田 委 員、藤 島 委 員、森 本 委 員、柾 委 員、 

荒 井 委 員、青 山 委 員、稲 葉 委 員、小 瀬 委 員(代)、 

若 林 委 員(代)、大 角 委 員(代)、野 井 委 員(代)、 

齋 藤 委 員、小 池 委 員、琴 寄 委 員、小 林 委 員、 

相 馬 委 員、三 森 委 員、久 保 田 委 員 

 

 

※(代)は代理出席であり、２号委員（関係行政機関の職員）については栃木県都市計

画審議会規程により代理出席が認められております。 
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午後１時３０分 開会 

○事務局 それでは、定刻となりましたので、ただいまから第１８２回栃木県都市計画審議会を開会い

たします。 

開会にあたり、県を代表して田城県土整備部長から御挨拶申し上げます。 

○田城県土整備部長 県土整備部長の田城でございます。開会にあたりまして一言御挨拶を申し上げま

す。 

委員の皆様におかれましては、大変御多用の中、今年度２回目の開催となります栃木県都市計画

審議会に御出席を賜りましてまことにありがとうございます。また、日ごろから本県の都市計画行

政に際しまして御支援、御協力を賜っておりますことを、この場をおかりいたしまして御礼申し上

げます。 

 さて、御承知のとおり、ここ数年、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴いましてさまざまな問

題が生じているところであります。このような中、ウィズコロナという時代といいますか、働き方

につきましても、テレワークの推進でありますとか、または公共交通の利用実態の変化など、さま

ざまな影響が生活様式にも及んできておりまして、大きな変革の時代を迎えているところでありま

す。 

このような新型コロナウイルス感染症の時代を迎えて、我々の生活様式、暮らし方、働き方につ

きましても、その意識、価値観等々も大きく変化、多様化している状態にあります。そのような生

活スタイル、また都市活動の変化を踏まえまして、これからの都市、目指すべきまちづくりの方向

性はどういったものか、これらの変化を的確に捉えて将来の都市政策に必要なことは何かといった

ようなことを、現在、庁内において研究を進めているところでございます。これらの課題に対しま

しては、今後、皆様方の御意見、御助言等を仰ぐ機会もあろうかと思います。その際には、ぜひと

も委員の皆様方の御指導をよろしくお願いするところであります。 

さて、本日の審議は、栃木市及び小山市、並びに那須塩原市において、県が定める都市計画道路

３つの路線の変更案について御審議いただく予定でございます。委員の皆様には、それぞれ専門的

なお立場から御意見等をいただければ幸いでございますので、よろしくお願いいたします。 

結びになりますが、今後とも栃木県の都市計画行政の推進になお一層の御助言、御協力をお願い

申し上げまして、簡単ではございますが、開会にあたっての挨拶とさせていただきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 

○事務局 本日は委員２０名のうち出席者は１８名となっていることから、栃木県都市計画審議会条例

第５条の規定による定足数に達していますことを御報告いたします。 

 それでは、第１８２回栃木県都市計画審議会に付議されました議案について、御審議をお願いい

たします。 

議事の進行につきましては、森本会長よろしくお願いいたします。 

○議長 皆様、こんにちは。それでは議事を進めさせていただきます。 

まず議事録署名委員ですが、今回は７番の青山泰子委員、８番の稲葉光二委員を指名させていただ
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きます。よろしくお願いいたします。 

 本日の案件としましては、お手元の次第にございますように、「小山栃木都市計画道路の変更につ

いて」のほか付議案件が１件、報告案件が１件でございます。 

また、審議会は、栃木県都市計画審議会規程第１２条の規定におきまして、栃木県情報公開条例

第７条に定めております、個人の権利利益を害する恐れがある事項などを審議する場合や、公開す

ることにより公正かつ円滑な議事運営に支障が生じると認められる場合を除き、原則として公開と

なっております。 

 それでは、第１号議案「小山栃木都市計画道路の変更について」を議題といたします。この議案

につきまして、幹事から説明をお願いいたします。 

○幹事（栃木県都市計画課長） それでは第１号議案について御説明いたします。 

議案書の２ページの計画書並びに３ページの位置図を御覧ください。 

今回の変更対象路線は、位置図に赤色で表示しております小山栃木都市計画道路３・３・３号小

山栃木都賀線及び３・４・２０２号樋ノ口河合線でございます。 

３・３・３号小山栃木都賀線は、小山市の中心市街地である小山市中央町１丁目を起点に栃木市

街地の東側を通り、１・３・１号北関東自動車道の都賀ＩＣを経由し、栃木市都賀町家中字入江を

終点とする延長約１６,４００ｍの都市計画道路であり、県北西部と県南部を結ぶ広域ネットワーク

の一部を形成する幹線街路として都市計画決定されました。 

また、３・４・２０２号樋ノ口河合線は、栃木市樋ノ口町字流を起点とし、栃木市河合町へ至る

延長約３，５５０ｍの都市計画道路であり、栃木市街地を形成する幹線街路として都市計画決定さ

れました。 

詳細につきましてはお手元の参考資料を使って御説明いたします。 

 １ページをお開きください。「１ 位置図」を御覧ください。今回変更となるのは、３・３・３号

小山栃木都賀線及びこれと交差する３・４・２０２号樋ノ口河合線の赤線で示した区間になります。

主な変更点としては、この交差部における交差形式の変更と横断構成の変更となります。 

 なお、３・３・３号小山栃木都賀線については、起点の小山市側から約２．４ｋｍについて既に

供用が開始されており、それに続く約３．５ｋｍが整備中となっているほか、終点の都賀側約５．

５ｋｍについても供用が開始されており、それに続く約１．３ｋｍが整備中となっているなど、段

階的に整備が進められております。 

 ２ページの「２ 平面図」を御覧ください。交差点の詳細につきましては、３ページに交差点の

平面図がございますので併せて御覧ください。 

 今回の変更理由といたしましては、当初決定当時は高い走行性を優先させて鉄道と道路を一体的

に立体交差する通過型の交差形式として計画しておりましたが、道路の交差部におきましては、小

山市と栃木市という県南部の拠点都市間の連携のさらなる強化を図り、互いの都市機能を共有でき

るネットワーク型都市の構築に向けまして、栃木市街地への円滑なアクセス機能を持つ結節型の平

面交差に変更するものです。なお、鉄道部は立体交差となります。 
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 この平面交差への変更に伴い、３・４・２０２号樋ノ口河合線についても、３・３・３号小山栃

木都賀線との交差部において、安全で円滑な交通を確保するために、右折車線を設置する変更をい

たします。 

 なお、この計画の見直しにあたりまして、将来交通需要等の定量的な検討を行った結果、平面交

差で円滑な交通を確保できることを確認しております。 

 また、３・３・３号小山栃木都賀線の当該変更区間においては、周辺土地利用の現状や将来の見

通しを勘案し、沿道地域の農業の利便性向上を図るため、副道を設置する計画に変更いたしました。 

 次にページ右側の「３ 横断図」を御覧ください。Ａで示す今回の変更区間における３・３・３

号小山栃木都賀線の標準的な幅員については、副道を設置するため、全幅を、２８．０ｍから３１．

０ｍに変更します。 

 Ｂに示す交差点部の幅員については、ＪＲ両毛線と３・４・２０２号樋ノ口河合線の連続立体交

差の構造からＪＲ両毛線の単独立体交差の構造に変更したことにより、全幅４４．０ｍから３６．

０ｍに変更します。 

 また、Ｃに示すＪＲ両毛線との交差部の幅員についても同様に、道路の立体交差に必要となる接

続させる道路がなくなるため、全幅４０．０ｍから２４．０ｍに変更いたします。 

 また、この変更に併せて、交差する３・４・２０２号樋ノ口河合線の交差点部の幅員についても、

「３ 横断図」のＤに示すとおり、右折車線を加え、歩道形状の見直しにより、全幅１６．０ｍか

ら１７．０ｍに変更いたします。 

 これらの変更により、「２ 平面図」で示す橙色の線から赤色の線に区域を変更するものです。 

 本変更案につきまして、都市計画法第１７条の規定に基づき、令和３年１２月７日から１２月２

１日までの２週間、公衆の縦覧に供しましたが、意見書の提出はございませんでした。 

また、この変更案について、関係市に意見を聴取したところ、栃木市から本年１月１４日付け、

小山市から２月８日付けで、それぞれ異存ない旨の回答を得ております。 

説明は以上です。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長 ありがとうございました。ただいまの説明を踏まえまして、委員の皆様には審議をお願いいた

します。御質問や御意見がございましたらお願いいたします。ございませんでしょうか。 

 御質問、御意見が特にないようですので、本案件につきましては、原案どおり議決することに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長 御異議がございませんので、本案件については、原案どおり議決いたします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長 それでは、続いて第２号議案に移りたいと思います。「那須塩原都市計画道路の変更について」

を議題といたします。この議案につきまして、幹事から説明をお願いいたします。 

○幹事（栃木県都市計画課長） 引き続きまして、第２号議案について御説明いたします。 

議案書の５ページの計画書並びに６ページの位置図を御覧ください。 
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今回の変更対象路線は、位置図に赤線で表示しております那須塩原都市計画道路３・４・８号藤

原西那須野線でございます。 

３・４・８号藤原西那須野線は、那須塩原市永田町を起点とし、那須塩原市南赤田を終点とする

延長約３，７６０ｍの、那須塩原市西那須野地区における中心市街地の骨格を形成する幹線道路と

して都市計画決定されました。 

詳細につきましてはお手元の参考資料を使って御説明いたします。 

 ４ページをお開きください。ページ左側の「１ 位置図」を御覧ください。赤色の線で示す３・

４・８号藤原西那須野線が今回の変更対象路線でございます。今回の変更内容は、青色の破線で囲

っております３・５・４号国道４号線と交差する三島交差点において、那須塩原市における交通の

現状及び将来の見通しを勘案し、都市計画道路の区域を変更するものでございます。 

ページ右上の「２ 平面図」を御覧ください。この三島交差点の東側において、安全で円滑な交

通を確保することを目的として右折車線を設けるため、交差点部の区域を黄色の線から赤色の線に

示す範囲の道路延長約９０ｍを変更するものでございます。 

次にページ右下の「３ 横断図」を御覧ください。交差点における現都市計画の横断構成は、車

道幅員３．０ｍで２車線、歩道を両側に３．０ｍとし、全幅員は１５．０ｍとなっております。今

回の変更では、交差点部に右折車線３．０ｍを加え、全幅を１８．０ｍに変更するものでございま

す。 

 本変更案につきましては、令和３年１２月７日から１２月２１日までの２週間公衆の縦覧に供し

ましたが、意見書の提出はございませんでした。 

また、本件につきましては、関係市である那須塩原市に意見を聴取しましたところ、令和４年１

月２７日付けで異存ない旨の回答を得ております。 

説明は以上です。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長 ありがとうございます。ただいまの説明を踏まえまして、委員の皆様には審議を進めていただ

きます。御質問、御意見がございましたらお願いいたします。いかがでしょうか。 

 特に御異議がございませんので、本案につきましては、原案どおり議決することでよろしいでし

ょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長 御異議がございませんので、本案件につきましては、原案どおり議決いたします。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

〇議長 それでは、続きまして報告事項に移ります。報告第１号「市町村の都市計画決定について」、

事務局から報告をお願いいたします。 

○幹事（栃木県都市計画課長） 報告第１号「市町村の都市計画決定について」御報告をいたします。 

資料はお手元の第１８２回栃木県都市計画審議会報告資料となります。表紙をめくっていただい

たページの報告番号１を御覧ください。令和３年１０月２９日から本年２月１３日までの間に、市

町村が都市計画決定を行いました案件について、報告するものでございます。 
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 次に、ページをめくっていただきまして、１ページを御覧ください。こちらの表は、市町村ごと

に都市計画決定の件数を計画種別ごとに集計したものでございます。計の欄に記載したとおり、土

地利用に関するものが２件、都市施設に関するものが３件、合計５件の都市計画決定がされており

ます。 

なお、それぞれの計画の概要につきましては２ページに、位置図については３ページ以降に添付

しておりますので、後ほど御覧いただければと思います。 

報告は以上でございます。 

○議長 ありがとうございます。報告事項ということでございますので、後ほど御確認をいただければ

と思います。 

 以上をもちまして、本日の議事を終了いたします。委員の皆様には御審議いただきまして誠にあ

りがとうございました。 

 なお、私事でございますが、来月をもちまして任期を終了いたします。一言だけ皆さんに御挨拶

と御礼を申し上げたいと思います。 

 ２０１４年に都市計画審議会の委員に就任して、４年２期、８年間都市計画審議会の委員及び会

長をやらせていただきました。皆様のおかげで円滑な御審議を行うことができ、かつ、滞りなく議

題を進めることができましたことを心より御礼申し上げます。 

 最後になりますけれども、栃木県のますますの発展と皆様の御多幸をお祈りいたしまして、私の

御挨拶にかえさせていただきます。 

 今までどうもありがとうございました。 

それでは、司会を事務局にお返しいたします。 

○事務局 委員の皆様におかれましては、本日の御審議まことにありがとうございます。 

 本日御用意いたしました資料につきましては、御不要な場合には、机の上に置いていただいたま

まで結構です。 

 以上をもちまして、本日の審議会を閉会いたします。本日はありがとうございました。 

午後１時５０分 閉会 


